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教室名・講師 日時 回数 定員 受講料 

カフェ風ごはんで Lunch！ 
「鶏肉のコンフィ」 

   

管理栄養士 小田 秀さん 

12月１4日（土） 

１０：００～１３：００ 
１回 ２４名 

６００円 

（要材料費） 

キムチを作ろう！ 
 

   

調理師 西尾 春代さん 

１２月２１日（土） 

１２月22日（日） 

１０：００～１３：００ 

2日間 ２５名 
１，２００円 

（要材料費） 

 

＊＊今月の休館日＊＊ 

１２月２日（月）、９日（月）、１６日（月）、２３日（月）、２９日（日）、３０日（月）、３１日（火） 

※1２月 28日（土） 午後５時 閉館 

※年末年始休館日 12月 29日（月）～1月 3日（金）まで休館 

 

１２
月
に
な
り
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。 

振
り
か
え
れ
ば
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
そ
れ
に
続
く
航

空
機
事
故
、
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

大
谷
翔
平
選
手
の
５０
本
塁
打
・
５０
盗
塁
達
成
、
悲
願
の
石

破
内
閣
総
理
大
臣
誕
生
な
ど
、
今
年
も
様
々
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
当
館
に
お
い
て
今
年
は
、
昨
年
６
月
の
停
電
臨
時

休
館
の
よ
う
な
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
貸
館
利
用
者

数
・
教
室
受
講
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
順
調
に
回
復
し
て
き

た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
来
年
の
干
支
は
巳
で
、
巳
年
は
、
知
恵
や
直
観
力
を

象
徴
し
、
人
間
関
係
に
お
い
て
助
け
合
い
を
重
視
す
る
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
復
活
と
再
生
」
の
意
味
が
あ
り
、

新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
１
月
ス
タ
ー
ト
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
募
集
を
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
開
講
の
全
教
室
の
募
集
は
２
月
に

開
始
し
ま
す
。
来
年
も
、
「
新
し
い
事
を
始
め
る
」
お
手
伝

い
を
全
力
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受講生募集
※申し込みは、１２月１日（日）から先着順にて受付け、定員になり次第締め切ります。 

※受講料は初回前納。納入された受講料は原則返金いたしません。 

※受講料のほかに材料費などが必要です。 

 

 



 

 

 

  

教室名 日時 期間・回数 定員 受講料 

３Ｂストレッチ教室 
 毎週火曜日 

 １４：００～１５：１５ 
12月～3月 
１0回 

２５人 

6,100円 
保険料込 

３Ｂ体操教室① 
 毎週火曜日 

１0：１5～１1：4５ 
25人 

３Ｂ体操教室② 
 毎週木曜日 

 １０：１５～１１：４５ 
1月～3月 
１0回 

２５人 

３Ｂ体操教室③ 
 毎週木曜日 

 １４：００～１５：３０ 
２５人 

ハワイアンフラ教室① 
毎週水曜日 

１3：００～１4：15 
1月～3月 
１2回 

各２０名 
7,320円 
保険料込 

ハワイアンフラ教室② 
毎週水曜日 

１４：45～１6：0０ 

料理教室 
月２回火曜日 

午前１０時～午後１時 
１月～３月 

６回 
３６名 

3,600円 
材料費別 

煎茶教室 
毎週金曜日 

1３：00～1６：00 
1月～3月 

9回 
15人 

5,850円 
材料費別 

12・１月開講スポーツ・各種教室受講生募集 

〇受講の申し込みは１２月１日（金）より先着順に受付け、定員になりしだい締め切ります。 

〇受講料は初回全納です。納入された受講料は原則として返金しません。 

〇スポーツ教室は、受講料の他に保険料（１回あたり保険料１０円）が必要です。 

〇教室は一部変更または中止になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

〇託児を希望される場合は、教室申し込みのときにご相談ください。（お子様１人につき１回２００円） 

倉
吉
市
せ
き
が
ね
地
区
市
民
作
品
展
開
催 

先
月

(

土)

・

(

日)

の
２
日
間
、
関
金
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
で
第

回倉
吉
市

せ
き
が
ね
地
区
市
民
作
品
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
金
陶
芸
教
室
の
み
な
さ
ん
の
作
品

と
今
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
前
講
師
で
あ
る
太
田
博
先

生
の
遺
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
数
々
の

力
作
を
前
に
真
剣
な
表
情
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

文
芸
教
室
中
井
さ
ん
日
本
海
柳
壇
最
優
秀
賞
受
賞 

 
 

文
芸
教
室
受
講
者
の
中
井
孝
子
さ
ん
が
、
新
日
本
海
新

聞
社
主
催
の
日
本
海
柳
壇
で
年
間
最
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ

る
「
第
４８
回
茗
人
賞(

み
ょ
う
じ
ん
し
ょ
う)

」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
７
月
か
ら
今
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
に

日
本
海
新
聞
へ
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
三
才
五
客
約

４００
句
な
ど
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

モ
ナ
リ
ザ
の
笑
顔
イ
メ
ー
ジ
し
て
笑
う 

 

 

い
つ
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
中
井
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
が
こ

の
句
で
わ
か
り
ま
し
た
。
中
井
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
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パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
作
品
展
開
催 

１１
月
１６
日
か
ら
１２
月
１
日
ま
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
作
品

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
共
通
の
テ
ー
マ
の
「
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
チ

ェ
ー
ン
」
で
作
品
を
作
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
キ
ル
ト
を
は

じ
め
、
建
物
の
か
わ
い
い
小
物
か
ら
、
壁
一
面
を
飾
る
大
き
な

作
品
ま
で
、
２
２
６
点
の
教
室
生
徒
さ
ん
の
力
作
を
展
示
し
ま

し
た
。 

来
場
さ
れ
た
方
は
「
毎
年
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
て
、
見
に
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
じ
っ
く
り

と
作
品
を
見
て
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
は
、
初
級
、
中
級
、

上
級
の
３
つ
の
ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
講

し
て
、
一
緒
に
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

初
級 

隔
週
木
曜
日 

 

午
後
１
時
～
４
時 
 

中
級 

隔
週
木
曜
日 

 

午
後
１
時
～
４
時 

上
級 

月
１
回
水
曜
日 

午
後
１
時
～
４
時 

ち
り
め
ん
細
工 

干
支
つ
く
り
教
室
開
催 

１１
月
１６
日
毎
年
恒
例
の
干
支
つ
く
り

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
年
の
干
支
の

「
巳
」
を
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
り

ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
の
方
が
多
い
教
室

で
、
中
に
は
１２
年
前
に
、
こ
の
教
室
で
作

ら
れ
た
「
巳
」
の
干
支
を
持
っ
て
き
て
下

さ
っ
た
方
が
お
ら
れ
た
り
、
材
料
を
余
分

に
買
っ
て
帰
っ
て
、
家
で
沢
山
作
ら
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

〇
県
展
巡
回
展
開
催
● 

第
６
８
回
鳥
取
県
美
術
展
覧
会
の
受
賞
・
応
募
作
品
な
ど
８

部
門
・
５
４
８
点
が
、
倉
吉
博
物
館
で
１
１
月
１
日
～
１
５
日

の
日
程
で
前
後
期
に
分
け
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
の
教
室

受
講
者
で
は
、
織
物
教
室
の
森
岡
正
子
さ
ん(

受
賞
候
補)

、
芦
達

憲
子
さ
ん
、
細
田
恵
美
子
さ
ん
、
絵
画
教
室
の
谷
口
博
教
さ
ん
、

写
真
教
室
の
森
本
裕
さ
ん
、
穐
田
誠
一
郎
さ
ん
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。 

仏像彫刻教室和上会仏像彫刻第２５回作品展 
 

仏像彫刻教室で小谷先生 

ご指導の下、制作された 

作品が 11月 15日～29日 

にリフレギャラリーで展示 

されました。 

小谷和上先生ライブアート～フィギュアミュージアム～ 

円形劇場くらよしフィギュアミュ 

ージアムで開催中の「意外と身近 

な世界の神話と神々展」で当館仏 

像彫刻教室の小谷和上先生が仏像 

彫刻の実演をされています。大迫 

力の制作の様子を間近で見られま 

す。なお実演日は土日不定期です。 
※鑑賞には入館料が必要です。 

問合電話 0858-27-1200(円形劇場くらよしフィギュアミュージアム） 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
２
４ 

煎
茶
お
も
て
な
し 

月

日
～

日
に
開
か
れ
た
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た

け
鳥
取
２
０
２
４
」
の
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
が

日

、

鳥
取
県
立
美
術
館
で
開
か
れ
、
当
館
煎
茶
教
室
の
み
な
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
選
手
及
び
関
係
者
を
含
め
て

人

の
来
館
が
あ
り
、
お
よ
そ

人
の
方
を
お
も
て
な
し
し
ま
し

た
。 



                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

 

１０
月
１９
日
～
２０
日
米
子
で
開
催
さ
れ
た
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
剣
道
交
流
大
会
」

に
団
体
戦
、
鳥
取
県
B
チ
ー
ム
先
鋒
と
し
て
出
場
し
、

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
全

国
の
６０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
参
加
し
、
２９
種
目
の
競

技
を
、
全
国
各
地
で
持
ち
回
り
開
催
さ
れ
、
今
年
は
鳥

取
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
剣
道
交
流
会
に
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
６７
チ
ー
ム
３
７
９
名
の
選
手

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
鳥
取
県
は
開
催
県
で
３
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
我
が
チ
ー
ム
は
、
４
チ
ー
ム
に

よ
る
予
選
リ
ー
グ
を
勝
者
数
で
何
と
か
乗
り
切
り
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
、
横
浜
市
、
神
奈
川
県
を

僅
差
で
破
り
、
準
決
勝
で
福
島
県
に
２
対
０
で
敗
れ
、

３
位
と
な
り
ま
し
た
。
鳥
取
県
チ
ー
ム
は
A
チ
ー
ム
優

勝
、
Ｃ
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
16
と
最
高
の
結
果
で
し
た
。 

 

私
自
身
は
５
戦
し
て
、
４
勝
１
引
き
分
け
と
チ
ー
ム

に
貢
献
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
試
合
に
臨
む
に
あ
た
っ

て
、
い
つ
も
子
供
た
ち
指
導
し
て
い
る
「
試
合
に
望
む

と
き
に
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
気
合
い
だ
、
試
合
場
の

天
井
を
揺
ら
す
ぐ
ら
い
の
つ
も
り
で
声
を
だ
し
て
い

け
。」
を
実
践
す
る
べ
く
、
必
死
で
声
を
出
し
、
無
心
で

楽
し
く
試
合
に
臨
む
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 

今
大
会
最
高
齢
の
方
は
９０
歳
で
、
り
っ
ぱ
に
試
合
を

さ
れ
１
本
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
験
で
き
た
大
会
で
し
た
。
U 

 

くらよし国際交流 

フェスティバル 2024開催 

 くらよし国際交流フェスティバル 2024 が１１月

１０日に開催されました。ステージイベントや各国

の文化体験ブース・活動紹介コーナーなどがあり、

また食べ物ブースでは、世界各国の料理を大勢の方

が楽しんでおられました。 

織物教室研修旅行≪久留米絣 150 年の松枝家を巡る旅≫   

10 月の連休に倉吉織物教室 21 名と弓浜絣保存会 3 名で福岡に出かけた。初日は福岡県立美術館「久留米絣

と松枝家」展を見せていただく。西南戦争の頃より絣を織ってこられた初代から、絵絣を極め芸術作品に作り上

げられた三代の人間国宝玉記氏、そして、さらなる光を追い求めてこられた五代目哲哉氏、哲哉氏と共に制作を

続けてこられた小夜子氏、亡き父哲哉氏の技術を受け継いで現在活躍中の崇弘氏まで松枝家七代に及ぶ作品の

数々は、一点一点が見事で迫力があり圧巻であった。展示作品は、文化庁、東京国立博物館、金沢国立工芸館、

九州国立博物館、個人の着物コレクターの方々のものであり、松枝小夜子氏曰く「生涯最初で最後の展覧会」と

のこと。前後期合わせて総点数 100 点が展示される。翌日は久留米市立美術館「藍のものがたり」展を見学後、

久留米市立石橋文化センターでのリレーイベント「藍のものがたり」から「久留米絣と松枝家」へ を拝聴。ス

ケールの大きな視野に立ってのトークイベントであった。三日目は良質の水を 

求めて田主丸町に構えられた松枝家の工房「藍生庵」を訪問。大変お忙しい中 

、私達の為に公開していただいたことに参加者一同感謝しながら見せていただ 

いた。私達の質問にも気持ちよく答えて下さった。この三日間、絣織物にたっ 

ぷりと浸った研修旅行であった。 

 

 

剪定教室を開催しました 

 主催：しだれ桜の里を育てる会、助成：中国建設弘済会の

剪定教室を１１月１６日に開催しました。講師は、県産業人

材育成センター講師の小谷園芸より３人が担当、１４人の参

加者は、１時間程の座学で、まず枯れ枝を切ること。光が葉

っぱに当たるように不要な枝を切ること。全体の形を整える

ことなど剪定の基本を学んだ後、屋外での実践に挑戦しまし

た。「とても良かった」「また開催してほしい」などの今後に

期待する意見を頂きました。 


